




【トレース機能の変更】



カット線を選択した状態で【編集】→【コピー】で
コピーすることができます。

【編集】→【貼り付け】でカット線を貼り付けることができます。

カットする際はデータを原点に寄せる。
「Cutting View」の右にあるレイアウトから「移動」で原点 ( 角にある赤い点 ) に寄せます。
原点に寄せることによりシートを無駄なくカットできます。

カス取り線作成が便利︕︕
カス取り線作成をすることによって大きなデータや細かいデータもカス取りしやすくなります。
オブジェクトを選択した状態で「カス取り線作成」をクリックするだけで簡単にカス取り線が作れます。



①オブジェクトを選択してから
【ツール】 → 【オフセット】を押します。

②オフセット処理のウィンドウが開きます。
【オフセットの量】で余白の大きさを指定できます。
【オフセット】余白部分の作成を内側か外側に設定
【処理方向】よこ、たてのチェックで均等に作成
【ジョイント】角の形を設定
【ベジェの客船で最適化する】チェックポインタの数が
少ないデータに変換されます。

③このように余白のカットラインが作成されました。

【オフセット機能】

ベジェ曲線とは

2 点以上のポインタを決めるだけで自動的に間の線を計算して表示してくれます。

一般的に Illustrator や CAD ソフトなどのドローソフトはベジェ曲線の代表的なものです。

それに対し Photoshop などのペイントソフトはピクセル単位で表現されています。

点描みたいにドットの集まりで表現されているものです。（テレビ画面を近くで見た感じ）

ピクセル単位で表現されたデータは拡大縮小で画面が劣化するのに対しベジェ曲線の利点はデータが軽いことと

拡大や縮小しても画像が劣化しない（ジャギジャギしない）事です。

カッティングマシンは、このベジェ曲線を目印にカットしていきます。

なので画像データを取り込んだら、必ずトレース作業をしてカットラインを作成してください。



バージョンが古い場合うまくカットができない事があります。
カッティングファクトリープロの「ヘルプ」 → 「バージョン情報」から確認いただけます。
インストールが完了しましたら、弊社ホームページから最新版のアップデートを行なって下さい。
アップデートの際は一度カッティングファクトリープロを閉じて下さい。

USB ポート 3 の場合うまくカットができない事があります。
他の USB ポートに差しなおして下さい。

※それでも更新されない場合

「未指定」フォルダーを右クリックで「プロパティ」を開きます。
「ハードウェア」タブに切り替えてデバイス機能のカッティングマシン名をダブルクリックします。
「ドライバ」タブに切り替えて「ドライバの更新」をクリックし下の「コンピューターを参照して
ドライバーソフトウェアの検索します」を選択しドライバを指定して更新を行なって下さい。
※ドライバは付属ソフトウェアの中かメーカーのホームページからダウンロードが可能です。

チュートリアルやコマンドリファレンスをご覧になれます。
オンライン登録トバージョン情報も確認することができます。

TEL 03-5688-6665〒110-0016 東京都台東区台東 2-3-9 KH ビル 5F FAX 03-3835-3589

※チュートリアル︓カットするまでのカッティング設定の説明

※コマンドリファレンス︓データ作成でのツール機能の使い方

その際はまず、お使いのパソコンの「デバイスとプリンター」をご確認下さい。
「未指定」というフォルダーがあるかと思います。
正しくインストールされていなかったので「未指定」フォルダーにインストールされたドライバが
入っていて、ドライバの更新をする必要があります。

「コントロールパネル」 → 「デバイスマネージャー」 → 「他のデバイス」を押すとインストールしたドライバが
入っていてますので右クリックで削除して下さい。
削除したらパソコンとカッティングマシンを繋いでいる USB ケーブルを抜いて差しなおすことによりドライバが更新されます。
更新されたら「デバイスとプリンター」のプリンターの追加されます。

アップデート URL︓http://www.europort.jp/cfp/update.html

【カットができない時の対処方法、確認方法】


